[タイトル]

カード盗用により銀行に生じた損害とカードローン契約者の補填義務
[判決裁判所]

大阪高裁判決

[判決日]

平成１３年３月２３日

[事件番号]

平成１２年（ツ）第３８号

[事件名]

求償金請求事件

[出典]

判例タイムズ１０７０号２６７頁

[当事者名]

被上告人（控訴人）株式会社セントラルファイナンス
対　

上告人（被控訴人）勘佐忠弘
[事実の概要]

　上告人勘佐忠弘（以下では、「勘佐」とする。）は訴訟参加人であるＺ銀行と当座貸越契約であるカードローン契約を締結した。その契約は、勘佐がＺ銀行から交付されたカードを用いて現金自動支払機から貸越限度額までの現金の交付を受けることで、消費賃貸借契約が成立するというものであった。勘佐は何者かに保険証とともに本件カードを盗まれ、この保険証により暗証番号を推測され、ＣＤから現金を引き出されてしまった。被上告人株式会社セントラルファイナンスは、勘佐のカードローン契約上の債務を保証していたので、Ｚ銀行に対する勘佐の債務を代位弁済し、勘佐に求償したが、勘佐は支払を拒絶した。

[判旨]

「原判決認定のとおりの契約条項が存するカードローン契約において、カード契約者にカードの管理又は暗証番号の設定・管理に善管義務違反がある場合には、カード契約者はカード盗用により銀行の受けた損害を負担すべき義務があるというべきである。
　本件において、上告人は銀行より簡易書留郵便で送付されたカード入り封筒を、健康保険証（それには上告人の生年月日の記載がある。）と共に、職場店舗の抽斗（これに鍵をかけていたとの主張はない。）に置いたままにし、暗証番号には生年月日を用いたなど原判決認定の事実のもとでは、職場店舗が施錠されていた事実を考慮しても、上告人にはカードの管理、暗証番号の設定に善管義務の違反があったというべきである。」
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